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インドネシア医療関連共同研究講座インドネシア医療関連共同研究講座

　広島大学病院はインドネシアとの医療連携を積極的に進めています。インドネシア医療関連共

同研究講座を昨年 4月に設置、今年3月には民間の病院グループと MOU（覚書）を結び、具体的

な協力を加速させています。

　３月１４日、広島大学病
院にインドネシアの大手
「ヘルミナ病院」グループ
の病院長や幹部ら約５０
人がバスに分乗し次々に
訪れました。大学病院と同
グループ、インドネシア住
友商事の３者でMOUに
締結するためです。調印
式では工藤美樹病院長、ヘルミナグループのハスモロ代表取締役社長、インドネシア住友商事の辛島裕取
締役社長が、それぞれ協定書に署名しました。工藤病院長は「共同研究講座によりインドネシアの医療へ貢
献する目的でニーズ調査を行っており、ヘルミナグループの各病院にも快く協力していただきました。それら
が今回の調印に結び付きました。インドネシアの医療課題をどう解決していくか、本院がそれにどう貢献でき
るのか。本日がその具体化へのスタートです。全力で協力していきます」とあいさつしました。調印後は広島
大学病院から、がん化学療法科、整形外科、高度救命救急センター、消化器外科の４診療科がそれぞれ、
最新医療などを紹介しました。
　インドネシアは赤道をまたぐ地域に位置し、数多くの島しょ部からなる国で人口約２億７０００万人と世界第
４位を誇ります。経済成長率も高く、健康への関心が高まっているといい、医療への投資も増えています。そ

の中でもヘルミナ病院グループは
国内に４５病院、６１００床を有す
る屈指の大手。新たな病院開設
も積極的に展開しています。先
端医療の導入やＩＴ化にも力を
注いでいます。広島大学病院と
の連携により、医療技術の向上、
人材育成、医療分野のデジタル
化などを進めていきます。
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　共同研究講座は、広島大学とインドネシア住友商事会社が協力して設置しました。医療の発展に貢献
する目的で、まずは広島大学病院の医師らを現地に派遣して医療面での協力方法などを探ってきました。
また、広島大学への留学経験者が多いことから、昨年５月には越智光夫学長が訪問して、ジャカルタで広島
大学校友会インドネシアチャプターの設立記念総会を開催しました。同国内で医療支援活動を展開するた
めに有効なネットワークの構築も進めています。今回の調印へ向けては１０月に広島大学・病院関係者が
ヘルミナ病院を訪れ、連携内容を協議しMOUに結び付けました。
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移植や予防医療など具体化を進める

　今後はさらに医療ニーズについて調査するとともに具体的に先進医療の技術指導、人材育成に取り組
んでいきます。予防－診断－治療－移植の各フェーズを通じた医療サービスプラットフォームと、オンライン
診療などを含めた医療面でのDX（デジタルトランスフォーメーション）を活用したデータプラットフォームを連
携・構築していくこととしています。これらによりインドネシアでの医療貢献の具体化を一層進めていきま
す。

　昨年10月末から２カ月間ジャカルタを中心に現地医師の話を聞いたり、病
院を視察したりした。都市部の医療は一定の水準にはあるが、保険などの関
係で出来る医療に制限があるのも事実。糖尿病や腎臓病が多く、まずは腎
臓移植などでバックアップしながら技術提供できる分野から進められれば。ま
た成人病などに対する予防意識が薄いので、将来的にはノウハウを生かし
て予防医学を広めるようなプログラムも提供できればいい。今回の調印で具
体的な貢献へ踏み出す段階に入ったと感じる。

インドネシアに派遣された

徳毛 健太郎助教（がん化学療法科）の話



2023年度の広島ロータリークラブ賞　2件を採択

緑内障啓発で「エールエールA館」などライトアップ

　２０２３年度の広島ロータリークラブ賞に2件が採択されました。リウマチ・膠原病科の茂久田翔講師（4月
から検査部長）「炎症誘導性宿主受容体NRP2の制御を介したCOVID-19新規治療法の開発」と、感染
症科の北川浩樹助教「βラクタム系抗菌薬持続投与による血中および組織における薬物動態力学的検
討」の２件です。
　３月２２日、病院長室で採択通知があり、工藤美樹病院長から２人に採択通知書が手渡されました。この
賞は広島ロータリークラブ９０周年記念事業の一環として、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）をはじめ
とした感染症研究の目的で、広島大学にいただいた寄附金を基に２０２２年度に設立。今回は９件の応募が
あり、選考会議をへて選ばれました。
　茂久田講師の研究は、リウマチ患者の世界的データから新型コロナウイルスが細胞に感染する際に重
要となる宿主受容体（NRP2）に着目。炎症性サイトカイン（TNF、IL-1β）の刺激によってNRP2の発現が
上昇、ウイルスの増殖も促進することを突き止めました。さらにshRNAでNRP2の発現を阻害すると、ウイ
ルスの増殖も抑制される方向も示され、新たな抗体製剤開発につながると期待されます。「医系科学研究
科ウイルス学研究室と一緒になって進めた研究。引き続き有用な研究成果が出せれば」と話しました。
　北川助教の研究は、下部消化管手術時に４種類のβラクタム系抗菌薬をボーラス投与後に持続投与し、
血中、腹水、組織中の薬物動態を調べるものです。それぞれ１０
例、計４０例を計画。得られたデータを基に、院内感染を起こ
す病原菌ごとに最適な抗菌薬の持続投与方法を明らかにして
いきます。さらに血中濃度を用いた組織濃度予測への応用も視
野に入れています。「実臨床における有効なβラクタム薬持続
投与法に繋がる成果が出せれば」と期待しています。

　中途失明原因の第1位となっている緑内障について、早期診断・治療を呼び掛ける「世界緑内障週間」
（3月１２日～１８日）に合わせ、JR広島駅前のエールエールA館を日没から午後１０時までグリーンにライトアップ
しました。
　緑内障は高齢になるほど有病率が高く、高齢人口の増加により患者数が増加していることが推定されて
います。放置すれば失明の恐れもある疾患ですが、治療する薬剤も増え、手術療法も選択肢が広がってい
ます。早期発見し、継続治療することで日常生活に支障ないレベルにとどめるケースも増えていますが、自覚
症状が少なく、気づかない場合が多いとされています。
　日本緑内障学会ではこうした正しい知識を広め、眼科受診を
促す目的で、緑内障のシンボルカラーのグリーンにライトアップす
る啓発活動を展開。広島大学病院眼科でも活動に取り組み、広
島駅南口開発株式会社のご協力で、エールエールA館のライト
アップに取り組みました。
　このほか、宇品大橋（広島市南区）は１２日と１８日、広島大学病
院正門そば四季の塔は１４日、緑色にライトアップしました。 広島大学病院「四季の塔」






